
  

 

  

◇◇消費税特集◇◇ 
Ｑ＆Ａで、その背景と現状、そして国のウソを暴きます！ 
Ｑ、アベノミクスと増税で国民生活と中小建設業者の経営は？ 

Ａ、安倍政権は、今年の 4月から消費税の税率を 8％へ。（その一方で 2016年 4月か

ら法人復興特別税を 1 年前倒しして廃止し、2015 年から法人税を 2％引き下げ、数年

度内に 10％程度引き下げるとし、)2015年 10月には消費税の税率をさらに 10％に税率

を引き上げようとしています。 

建設産業では、2 度の設計労務単価の引き上げや技能工不足などにより賃金・単価が

若干、引き上げられましたが、物価上昇に賃金上昇が追い付かずに実質賃金が減少、

円安による輸入原材料の高騰で資材の値上がりが続き、社会保険料の負担増などで

経営環境が厳しくなっています。 

Ｑ、法人税減税の穴埋めは？ 

Ａ、国は、①資本金 1億円以下とする中小法人の規程の見直し、②中小法人の軽減税

率の引き上げ、③赤字繰り越し制度の見直し、④法人所得 800万円以下の軽減税率の

見直しなどの増税と、⑤配偶者控除の縮減、⑥給与所得控除のさらなる縮減などにつ

いて論議を重ねています。中小零細・国民には大増税…暮らしていけません！ 

Ｑ、消費税は社会保障のためでは？ 

Ａ、厚生労働省は、「医療・介護総合確保推進法」を強行採決。これは、介護保険で

「要介護 1・2(状態の軽い)の特別養護老人ホーム入所基準を厳しくする」、医療制度で

「入院期間を短縮し早期退院で患者を在宅医療へと誘導」、年金制度で「納付期間や

支給開始年齢のさらなる引き上げ」など改悪が目白押し。消費税増税で社会保障が充

実？真っ赤なウソ。もう騙されない！ 

Ｑ、消費税制度の欠陥とは？ 

Ａ、人件費の割合が高い大企業ほど、消費税の納税額が高くなる仕組みですが、正社

員を外注(請負・派遣)に切り替えれば、消費税負担は軽減されます。より一層外注化が

促進されてしまい、雇用破壊につながります。 

Ｑ、中小業者の消費税って実際どうなの？ 

Ａ、売上高が 1,000 万円を超える事業者は消費税を納税しなければなりません…日本

商工会議所等の調査では売上高 1,000万～1,500万円の事業者の 6割以上が消費税

を転嫁できていない実態が明らかに。競争を勝ち抜こうとすれば価格を抑えざるをえ

ず、中小事業者は消費税を上乗せできず自腹で負担…。 

Ｑ、10％になったら…生活はどうなるの？ 

Ａ、8月に組合で行った消費税・家計簿調査では、来年 10月に 10％に引き上げられた

場合、一世帯・一年で 283,816円…約 1ヵ月分の収入が奪われることに！これでは服を

新調できず、スーパーで割引きのおかずを買うなど生活必需品である衣・食・住の買い

控えがますます広がることになり内需の冷え込みは必至。 

Ｑ、消費税に頼らなくても大丈夫？ 

Ａ、そもそも、日本の財政再建も社会保障の維持・拡充も、消費税に頼らなくても財源

はあります。消費税があるどの国をみても、消費税を社会保障の財源にしている国はあ

りません。法人税と高額所得者への所得税率の引き上げ、大企業の税負担を軽減する

租税特別措置法の縮減・廃止で十分に財源が確保できます。庶民増税しか選択肢が

無いと言うのは、真っ赤な嘘です。 

※日本世論調査会が 9 月に実施した世論調査では再増税に反対する人が 72％、特

に女性で 77％の方が反対で家計の厳しさをより実感し節約志向も強まっています。 

 “消費税増税ＮＯ！”の声を皆であげていきましょう。 
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●
全
分
会
達
成
で
支
部
・
本
部
目
標
を
超
過
達
成
…
終
始
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
す
す
め

ら
れ
た
今
回
の
秋
の
拡
大
月
間
は
、
前
年
を
上
回
る
345
人
（
前
年
315
）
の
成
果

を
あ
げ
て
支
部
・
本
部
目
標
を
早
々
に
達
成
し
、
春
に
続
き
「
全
分
会
達
成
」

を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。 

●
55
周
年
の
節
目
に

7000
人
支
部
回
復
を
勝
ち
と
る
…

2009
年
11
月
の

7645
人
を
最

高
現
勢
と
し
て
、

2010
年
か
ら
の
3
年
間
は
「
出
口
の
見
え
な
い
建
設
不
況
」「
国

に
よ
る
国
保
組
合
攻
撃
」
な
ど
で
、
わ
ず
か
3
年
余
り
で

1000
人
以
上
の
仲
間
を

失
い
ま
し
た
。
そ
の
悔
し
い
思
い
を
力
に
変
え
、
2
年
連
続
の
年
間
増
勢
で
む

か
え
た
支
部
創
立
55
周
年
の
節
目
と
な
る
今
年
の
拡
大
は
、
最
大
の
目
標
と
し

て
き
た
「
悲
願
の

7000
人
支
部
回
復
」
へ
む
け
て
、
春
一
番
か
ら
一
年
を
と
お
し

て
拡
大
と
脱
退
防
止
に
大
奮
闘
。
こ
の
月
間
も
「
フ
ェ
ス
タ
」
を
軸
に
組
織
力

を
一
同
に
結
集
さ
せ
、
月
間
最
終
盤
の
10
月
29
日
に
「

7000
人
支
部
回
復
」
と
い

う
大
偉
業
を
成
し
と
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
11
月
現
勢

7033
人
）
一
年
を

通
し
て
拡
大
に
参
加
・
協
力
し
て
頂
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

ど
け
ん
共
済
推
進
月
間
を
や
り
ぬ
こ
う
！ 

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
「
ど
け
ん
火
災
共
済
」
に
加
入
し
て
い
な

い
仲
間
、
ま
た
失
効
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
仲
間
に
対
し
、
再
度
、
魅
力
を
ア
ピ

ー
ル
。
ま
た
、
期
間
中
に
口
座
未
登
録
者
は
口
座
登
録
を
す
る
と
翌
年
の
引
き

落
と
し
後
に
ク
オ
カ
ー
ド
500
円
分
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
既
加
入
者
も
「
5
組
合
5

万
件
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
応
募
が
出
来
ま
す
。 

【
統
一
行
動
日
】
11
月
19
日 

分
会
セ
ン
タ
ー 

参
加
し
ま
し
ょ
う
！ 

★
今
月
の
署
名
★ 

①
労
働
法
制
の
全
面
改
悪
に
反
対
す
る
国
会
請
願
署
名
【
取
り
組
み
】 

群
3
枚 

 

②
保
育
・
教
育
、
子
育
て
支
援
署
名
【
取
り
組
み
】
群
2
枚 

区
民
要
求
実
現
１
１
・２
８
練
馬
大
集
会
…
分
会
３
％ 

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
に
暴
走
す
る
安
倍
政
権
。
様
々
な
悪
政
に
反
対
し
、

国
民
要
求
す
す
め
る
国
政
・
区
政
の
実
現
を
め
ざ
す
大
集
会
と
し
て
成
功
さ
せ

ま
し
ょ
う
。 

［
と
き
］
11
月
28
日
（
金
）
18
時
30
分
～
20
時
45
分 

［
と
こ
ろ
］
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
（
旧
公
民
館
） 

ど
け
ん
国
保
を
守
る
た
た
か
い 

①
財
務
省
あ
て 

は
が
き
1
シ
ー
ト
運
動 

 

来
年
の
通
常
国
会
で
は
医
療
保
険
制
度
改
革
の
議
論
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で

す
。
土
建
国
保
へ
の
影
響
は
、
①
定
率
補
助
の
見
直
し
、
②
医
療
保
険
一
元
化
に

む
け
た
議
論
を
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
「
命
の
綱
」
土
建
国
保

を
守
る
た
め
、
今
月
の
群
会
議
で
私
た
ち
の
声
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

②
11
・
19
予
算
要
求
集
会
…
分
会
２
％ 

［
と
き
］
11
月
19
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
集
合 

［
と
こ
ろ
］
新
宿
中
央
公
園
「
水
の
広
場
」
→
日
比
谷
公
園
野
外
音
楽
堂 

 
 

※
都
庁
舎
改
修
工
事
に
よ
り
、
集
合
場
所
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

分
会
健
康
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ 

東
京
土
建
健
診
は
専
門
医
に
よ
る
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
再
読
影
を
行
っ
て
お

り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
の
確
認
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
呼
吸

器
疾
患
の
潜
伏
期
間
は
15
～
20
年
。
発
症
す
る
仲
間
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
一
方
で
受
診
率
が
現
状
は
約
40
％
に
留
ま
っ
て
お
り
、
な
か
な
か
早
期
発

見
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
分
会
で
の
学
習
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。 

［
と
き
・
と
こ
ろ
］
分
会
役
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
分
会
ご
と
日
時
・

会
場
は
変
わ
り
ま
す
。
日
程
12
月
8
日
～
16
日
で
設
定
し
て
い
ま
す
。
時
間
は

19
時
30
分
～
21
時
で
す
。 

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
（福
岡
地
裁
判
決
）国
の
責
任
認
め
る 

 

11
月
7
日
、
九
州
の
建
設
労
働
者
や
遺
族
が
国
と
建
材
メ
ー
カ
ー
42
社
に
総

額
11
億

1650
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
た
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
判
決
が

出
さ
れ
、
福
岡
地
裁
は
、
国
の
規
制
に
遅
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
、

2012
年
12
月
の

東
京
地
裁
の
判
決
に
続
き
、
再
び
国
の
賠
償
責
任
を
認
め
ま
し
た
。
九
州
建
設
訴

訟
で
は
、
東
京
地
裁
判
決
が
認
め
た
防
じ
ん
マ
ス
ク
着
用
義
務
化
の
規
制
遅
れ
が

大
き
な
争
点
で
し
た
。
判
決
は
、
国
が
75
年
か
ら
罰
則
付
き
で
防
じ
ん
マ
ス
ク

の
着
用
を
義
務
づ
け
る
べ
き
だ
っ
た
と
指
摘
し
た
ほ
か
、
危
険
性
を
知
ら
せ
る
警

告
表
示
を
建
材
な
ど
に
義
務
づ
け
る
べ
き
だ
っ
た
と
し
ま
し
た
。
一
方
、
不
当
に

も
石
綿
を
含
む
建
築
材
料
を
製
造
販
売
し
た
建
材
メ
ー
カ
ー
へ
の
請
求
は
退
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
闘
い
は
続
き
ま
す
。
引
き
続
き
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
完
全
勝
利
に
向
か
っ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

http://www.asahi.com/topics/word/福岡地裁.html
http://www.asahi.com/topics/word/東京地裁.html


 

 

組合活動 機関会議 地域 その他

16 日

通信員総会　富士見台分会
土建まつり
支部労働学校①・昼

日曜健診（第一・第
二）
青年部渋谷ジャック

17 月 土建独自国会行動　社保駅 住まステ

18 火
確定申告対策活動者会議
憲法駅宣（大泉学園）

19 水
国保予算要求集会
定例行動日（共済行動） 納入日

20 木
財政部  組織部
労対部会 労連常幹

21 金 分会長会議
ヘルシークッキング
副主任書記研修

22 土 革新懇総会 主婦ブロック別学習
23 日 普通救命講習 青年部拡大執行委

24 月 全国九条の会集会＆パレード
前進座統一観劇日

25 火 本部報告　消費税駅宣 組織財政検討委 廃棄物処理調査

26 水

消費税阻止国会要請行動
支部労働学校②・夜　憲法駅
宣（石神井） 都連衛生大会

（全都書記・職員説
明会）

27 木
社保･税対合同
憲法平和

木建協パトロール
北部共同決起集会

28 金
東京地裁2陣第2回期日行動
区民要求実現集会 新加入説明会

安心して働きたい東京の
つどい

29 土
守れ！国民のくらし、いのち、
平和大行動

ねりま9条の会総会＆講
演会 住まステ相談会

30 日 55周年式典・レセプション

組合活動 機関会議 地域 その他
1 月 中執 　　産対局会議 ブラジルの被爆者上映会
2 火 憲法駅宣（練馬）
3 水 四役 争議支援総行動
4 木 常任
5 金 税金調査書記研 執行委員会 ねりま教育集会
6 土

7 日
健診結果説明会
日曜健診（大泉） 　　労対社保対合同部会

東京母親大会
東京自治研集会

軍事演習反対集会
風の舞上映会

8 月 教宣部

9 火
現場訪問行動
憲法駅宣 主婦四役

10 水 六役会議 新入書記研

11 木 自治体キャラバン学習会
主婦役員会
新入書記研

12 金
東京高裁第5回期日行動
本部大会準備委員会 分会執行委 建設協議会定例会

書記局教育検討委
本部主婦担当書記

13 土 首都圏反原発集会 分会執行委

14 日 ご近所交流のつどい
パワービルダー従事者対
策会議

15 月
リフォームパートナー協議会
設立総会

16 火
本部技術対策活動者会議
憲法駅宣（光が丘） 労務安全トップセミナー

17 水 年末調整書記研
18 木 社保駅宣 後六役会議

19 金
なんでも相談会
定例行動日 納入日　財政部

書記局会議…午後事務所閉まります
後六役会議

11月

12月

書記局会議…午後事務所閉まります

書記局会議…午後事務所閉まります

分会活動経

主任書記

全国建設研

究交流集会

復興支援ツアー

シニア友の会一泊

分
会
健
康
教
室

消
費
税
増
税

★けんせつ北部新年号記事募集 
支部55周年記念を経て、新たな歴史が始まります。けんせ

つ北部新年号では、特集として記事を公募します。 

①「わたしと東京土建」(仮題)→東京土建に入ったきっかけ、

入ってよかったこと、組合に望むこと、組合でやってみたい

こと・・・など。②2015 年今年、「今年はじめてパパ、ママに

なります！」→2015 年に出産を控えている人、抱負をひと

こと。【募集要項】記事 200字～300字以内、写真①本人の

わかるもの ②夫婦(家族)写真など【締切】12 月 19日（金）

支部事務所必着 ※採用者に 500円の図書カード進呈 
 

どけんライフ（共済利用ガイド情報誌）の発行 

共済制度紹介、ファミリーカード利用案内、各種斡旋案内

を行なう情報誌。今回はスキー場と鍋の特集記事も用意し

ました。創刊記念としてプレゼント企画も満載。好評をいた

だいている家庭用常備薬等の購入申込書も掲載。 
 

前進座 11 月公演 

秋の公演は傑作時代劇『薄桜記』。旗本で一刀流の剣豪

「丹下左膳」と上杉家江戸家老の娘「千春」の夫婦愛、浪

人となった典膳と「中山安兵衛」との友情と武士道をテーマ

にした物語。【統一観劇日】11月 24日(月・祝) 15時 30分

開演 【場所】浅草公会堂【料金】6,000 円(支部援助含む) 

【申し込み】料金を添えて支部にて受付 
 

「洋服の青山」紹介者カード 

全店で 10％割引が受けられます。2015年 12月 31日まで

有効。同時に 30,000円以上の買い物で 5,000円までのシ

ャツ等のプレゼントもあります。詳細は支部にて配布のカー

ドをご覧ください。 
 

山形おきたま産直センター くだものギフト～秋・冬便～ 

山形の特産くだものラ・フランス、ふじりんごのギフトセットの

注文を受け付けています。支部にチラシと申込書がありま

すのでぜひご活用ください。【注文締め切り】12月 1日申し

込み分まで 【お届け】12月上旬～順次発送 
 

「風の舞」上映会 主催：「地域をつくる」上映 in ねりま 

【とき】12 月 7 日（日） 13：30～【ところ】武蔵大学シアター

教室【チケット代】大人 1,000 円、中･高生 500 円 支部事

務所で券を取り扱っています。 
 

無料法律相談  ※要予約 

【とき・ところ】12月 8日（月） 15：00～支部会館 

福島復興支援「第二回 浪江～練馬 安達運動場仮設お

楽しみ交流まつり」ツアー 
福島安達運動場仮設住宅で第二回「浪江

～練馬 お楽しみ交流まつり」を行います。

東日本大震災から 3年以上が経過しました

が、福島県の避難者 126,377 人(10/6 現

在)は故郷に帰れず、明日の見えない状況

を強いられています。ボランティアでの参加

者を募集します。 

【とき】11/23(日)～24（月・祝）【ところ】福島県二本松市安

達運動場仮設住宅【出発】23日 午前7時半 練馬区役所

前【行程】≪1 日目≫ 浪江町・富岡町への視察（現地ボラ

ンティアによる説明）≪2 日目≫仮設住宅での交流会・ミニ

住宅デー・なんでも相談会、やきそば・木工教室・住宅相

談など 【参加費】 12000円(宿泊費＋夕食代)   

参加したいけど、日程が合わない、なにかしたい…そんな

仲間は…１口 1,000 円カンパを募集します。ご協力下さ

い。カンパ頂いた方は、会場配布のパンフレットにお名前

を掲載させていただきます。詳細は支部事務所まで。 
 

サッカー教室 フットサル大会（先着順） 

【とき】2015年２月１日（日）午前９時開場 ９時３０分開会 

【ところ】フットサルステージ多摩（多摩市落合 1-47 ニュー

シティー多摩センタービル８階） 

【募集人数】プレイヤー：大人９６人、小学生９６人（他・家族

連れでの応援のみも可）※プレイヤーは家族（親子）単位

での申込みとなり、大人単独参加不可【サッカー教室】小

学生対象（講師：城彰二 元日本代表）【参加費】親子（大

人・小学生１人）で 2,000円※詳細は支部事務所まで 

 

「ブラジルに生きるヒバクシャ」上映と交流の夕べ in ねりま 

 広島で被爆した森田隆さんは、1956 年に家族と共に新

天地を求めブラジルに渡り、在ブラジル原爆被爆者協議会

を立ち上げ、日本政府に対し援護を求める活動を始めま

す。海のはるか向こうでの森田さんのたたかいは、ブラジル

国内の被爆者を励まし心のよりどころなります。 

【とき】12 月 1 日（月）18：30～【ところ】練馬区役所地下アト

リウム【会費】1000円 高校生以下は無料 
 

ねりま教育集会「いま本当の教育を求めて！」 

【とき】12月 5日（金）18：30～【ところ】ココネリ大ホール 

【講師】三上満氏（教育評論家・元全教委員長） 

【資料代】500円【参加】どなたでも参加できます。 


